
ごあいさつ

皆さまおいかがお過ごしでしょうか。
日頃より、私の活動にご理解とご尽力を賜り厚く
御礼申し上げます。北海道の課題は日本の課題の
先取りで、課題も山積です。
しかし、悲観していても前には進みません。
明日の北海道、明日の日本の為、幸せ・安全・経済を
10年で2倍とし、道民で良かった！と子供たちが
心から思える未来づくりを「増山としかず」と共に
取り組みましょう！

ぜひこの大地を日本の、
そして、世界の宝にしたいという
強い思いを抱き、今日も活動中です！
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　URL
 https://masuyama-
toshikazu.com/

日々の活動はホームページ、
Facebookをご覧下さい!

活動報告更新中！！
増山としかず
Facebook

● 地方創生事業のプランニングを豊富な人脈と経験で一緒に考えます。

● 中小企業の事業承継で悩んでいらっしゃる方の相談にのって一緒に解決策を考えます。

● AIやIOTといった新たな技術を使って、人手不足を解決し生産性を上げる方策を考えます。
 特に農協の産品管理や物流の効率化を目指します。

● 再生可能エネルギー導入支援や、省エネ、補助金の導入等の支援を通じて、
 エネルギー事情を改善します。

● イクメンパパの一人として北海道の大自然のように
 のびのびとたくましい子育て支援を一緒に考えます。

日頃より、私の活動にご理解とご尽力を賜り厚く
御礼申し上げます。北海道の課題は日本の課題の

明日の北海道、明日の日本の為、幸せ・安全・経済を
10年で2倍とし、道民で良かった！と子供たちが
心から思える未来づくりを「増山としかず」と共に

強い思いを抱き、今日も活動中です！強い思いを抱き、今日も活動中です！

経 歴

プロフィール

昭和60年4月　通商産業省に入省
平成24年6月　北海道経済産業局長
平成26年6月　独立行政法人中小企業
 基盤整備機構　筆頭理事
平成29年4月　旭川大学 客員教授 他

増山としかず　55才　A型　おとめ座

平成29年8月　星槎大学・星槎道都大学 特任教授
平成29年8月　一般財団法人 
 企業危機管理支援機構　副理事長
平成30年2月　一般財団法人
 京都きもの伝承文化協会　理事長

常にグローバルでありつつ、『日本経済を強くしなやかにしたい！』という
ミッションを掲げ、ローカルなビジョンのもと、熱き志を力に変え、

情熱（パッション）を発熱し、行動し実現できる男が【増山としかず】です。

現在、中小企業の発展、技術開発、グローバル化、地域振興、等の事業促進を提案し実現。
多くの元気な企業・団体の顧問、アドバイザーを務める。

みなさんと共に力を合わせ、
北海道発展の為に増山としかずは頑張ります！

なまら強く、なまらしなやかに。
ともに漕ぎ出そう！北の大地から。

先人の辛苦の開拓の末、北の宝島が誕生しました。
更なる150年が転落の道になるか、発展の道につながるのかこの10年が鍵となります。
何を残し、何を新たに生み出し、未来へつなげるか一緒に考えましょう！

情熱の
  ますやま

！！
パッション

新
増山とし

かずと一緒に考え、一歩先の
北海道づくりを
実行へ！！



〒060-0003
北海道札幌市中央区北3条西
1丁目11番地 サンワビル1F

TEL  : 011-222-4510　　　
FAX   : 011-222-0450
E-mail  : office@masuyama-toshikazu.com
URL  : https://masuyama-toshikazu.com/

みんなでシゴト！！
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こちらの申込書では、
入会金、会費等は一切ござい
ません。

増山としかずにご理解いた
だき、側面からサポートして
いただける方々のご記入を
お願い致します。

※FAXにてご返信いただい
ても結構です。

増山としかず事務所 ・北海道を強くしなやかにする会
・中小企業を元気にする会

進行中の事業取り組み例

日豪新時代に向けて
「特別な戦略的パートナー」として発信

オーストラリア講演にて

約 42mm×28ｍｍ

北海道で学んだことを誇りにして欲しい！

旭川大学にて

約 36mm×27ｍｍ

和装は、日本が誇るもっとも感性に
満ち溢れた愛の文化です

小林豊子きもの学院　新年交礼会

最先端の食品流通講座を会得しに

コーネル大学にて
再生可能エネルギー導入交渉に立ち会い

スリランカにて

北海道の女性の美を世界に！！

MS.ASIAN BEAUTY

活動報告更新中！！
増山としかず
Facebook

北海道は、日本の課題の先取り 

一緒に前に！！ 北海道・宝島！！
『HOKKAIDO』が世界の先進モデル地区になる！！

● 北海道を前に。北海道の生き様が新たな歴史を作る！
 東京の後ろ姿を追うのをやめましょう。
● 10年で北海道の幸せ度、安心生活度、豊かさ等を2倍にしましょう！

● 北海道モデルで日本を、世界を席巻しましょう！

● 北海道をアジアのスイスにしましょう！ 
 豊かな資源を活用し、世界の富裕層を呼び込みましょう！

● 北海道の産業・農業を強く、グローバルに。
 現代版「殖産興業」を実現しましょう！！

● 北海道から世界に輝く次世代をつくりましょう！！
 イクメンパパの経験を生かして、未来を作る人財を育てる環境づくりを！！

子育て支援、新しい人財教育。／交流人口の拡大。人口減少・激減

しなやかで強いインフラを。／
IT、IOT、シェアリングエコノミー、自動運転、ドローンの活用等。　

社会インフラの摩耗

2017年でJRが発足して30年。「本当に残すべき鉄道」はどこなのか。
新幹線をさらに北へ。新幹線を使いつくして人の流れに変化を加える。
鉄道とバス、タクシー等の融合を実現。

鉄道

北海道ブランドの世界化、アイヌ文化の保護と振興。国際性と多様性

北海道独自の支援の模索。／遠隔医療の拡大等。医療・福祉支援の破綻

社会インフラ総合的に活用して、大規模な産業改革を。産業・農業の衰退綻

北海道の課題を解決して、日本全体の改革の旗振り役となり底上げをしましょう！！
この10年が決めてです。一緒に考えましょう！

ご意見・ご感想そのほかお問合せ等ございましたら、
お気軽にご連絡をお願い致します。
これからも、増山としかずは皆さまと一緒に
全力で走り続けます！！


